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(1) 

解と係数の関係より 1,4    
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また、 3≧n のとき 11
1


  nn

ns  より 

 2
2211

11 )()())((4)( 


  nn
nnnnnn

nn ssss   

 214   nnn sss  ……(答) 

 

(2) 

032,32    nn
ns   であるから 0ns  

3≧n のとき 214   nnn sss であるから、 21 ,  nn ss が正の整数であれば ns も正の整数である。 

14,4 21  ss であるから、以下帰納的に ns は正の整数であることがわかる。(証明終) 

 

ns の 1の位の数を調べる。 21 ,  nn ss の 1の位の数をそれぞれ 21 ,  nn tt とすると、 

nt は 214   nn tt を 10 で割った余りであるから 

4,4 21  tt  124 12  tt  23 t  44 23  tt  44 t  144 34  tt  45 t  

したがって、 nt は ,2,4,4,2,4,4 の繰り返しとなる。 

1≧m のとき 2,4 31323   mmm ttt  

 

166832003  より 42003 t  求める数は 4  ……(答) 

 

(3) 

20032003
2003  s より 2003

2003
2003   s  

32  であるから 10    10 2003    

したがって、 2003 以下の最大の整数は 12003 s であるから、(2)より求める数は3 ……(答) 


